
＜学校の教育目標＞ よく考え はげまし合って やりぬく子
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陸上記録会で見られた、子どもたちの『自信』と『誇り』
校 長 畑 中 茂 憲

10月27日(土)、大垣市小学生陸上記録会が実施されました。この記

録会は、4年生から6年生までの、校内選考会で選ばれた選手たちが、

自己記録更新と入賞を目指す、個人種目および、リレー（5年生、6年

生の男女）の大会です。

この記録会の本番までに、本校の児童たちは、放課後のわずかな時間

を有効に使って、一生懸命練習を積み重ねてきました。残念ながら、人

数制限（1校1種目1名･･･100mと1000mのみ2名まで可、１人1種目）

があり、参加を希望した児童のうち実際に出られるのは半分ほどの38

名でした。

放課後の運動場は、まるで中学校の部活動のようでした。帰りの会が終わると、走って運動場へ出

てきて、準備運動を行い、練習を始めます。誰一人いい加減な練習をする子はいません。移動もかけ

足。練習が終了すると、みんなで一斉に片付けを行い、ダッシュで荷物を取りに行き、あいさつのた

めに集合します。見ていて、気持ちがよくなるほどの一生懸命さです。

当日の結果や記録は、別紙に記すとともに、選手にはまとめたものを配布します。本当によく頑張

りました！

優勝者3名、3位3名、6年女子リレー3位という素晴らしい結果はもちろん、入賞することができ

なかった他の児童も、自己新記録を打ち立てた子が多く、上に書いた通りの「たとえ辛くても可能性

に挑戦するような努力をし、成就感・達成感(感動体験)を体感」できた子ばかりだったと思います。

これからの学習や生活など多くのことに必ず生かしてくれるものと信じています。また、4年生、5

年生の子は、来年もあります。ぜひ、またチャレンジしてほしいです。

もう一つ、この記録会に関わって紹介したいことがあります。

9月の末から始まった練習でしたが、途中で、校内選考会を行い、残念ながら、惜しくも大会に選

手として出場できなかった人たちの中に、6年生の松山心音さんと山口心愛さんがいました。この2

人は、出場が叶わないと分かった翌日の練習からも放課後、残って、選手を様々な面からサポートし

ました。自分からサポート役に手を挙げて、種目で使う器具の準備や片付け、ライン引きや応援、そ

して、記録会本番も選手と一緒に会場の浅中陸上競技場へ来て、同じように、準備や片付け、応援を

してくれました。日頃から、何でも一生懸命で誠実な二人です。だからこそ、きっと大会に出られな

くて、平気ではなかったはずです。悔しい気持ちでいっぱいだったはずです。私が、もし2人の立場

だったらどうするだろう？･･･と考えてみました。もしかし

たら、私は、「もう選手ではないんだし、自分のことをやろ

うかな」･･･かもしれません。いや、きっと･･･。

本格的に陸上の選手として毎日、練習している他校のすご

い選手に負けず劣らずの頑張りを見せた選手、結果を残し

た選手は、もちろん立派です。そして、選手ではなくても、

こうして仲間を陰で支えてくれた2人も立派です。本校には

こんな素晴らしい子どもたちがたくさんいるのだとあらた

めて強く感じた1日になりました。子どもたちが少したくま

しくなったなと感じた1日でした。

６年女子リレー第３位のメンバー４人

子どもたち一人一人に何としても「自信・誇り」をもたせたい。その「自信・誇り」を胸に刻ませるため

には、自分で目標をもち、たとえ辛くても可能性に挑戦するような努力をし、成就感・達成感(感動体験)を

体感させる。それは、小学校であっても中学校であっても、どんな子でも、可能なことだと信じたい。




